
大阪府社協 地域福祉部 

台風 21 号への支援状況について 

 

①大阪府社会福祉協議会の支援体制について 

9月 6日に大阪府災害ボランティアセンター開設（30日まで）。 

 

②被災地社会福祉協議会の動き 

最大 11 社協で災害ＶＣが立ち上がり、現在 3 社協（吹田市、茨木市、岸和田市）が継続。阪南市は復興支

援センターに移行。 

泉南市VCは 9/21V募集終了、和泉市VC9/7～9/14V募集、羽曳野市VC、交野市VC通常VCで対応。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総計に関しては、茨木市社協の数値に北部地震での対応件数も含まれていることから実態とは 

異なる。 

BSはブルーシートの略とする。 

※１ 茨木市社協は大阪北部地震から継続  ※２ 要配慮者（高齢・母子・生活困窮者等）に限る 

※３ 阪南市社協は復興支援センターへ移行 



主なニーズは倒木、屋根瓦、ガラス破損等に伴う災害ゴミの搬出、がれき処分等の一般ニーズとブル

ーシート（大阪北部地震からの張りなおし含む）などの技術系のニーズがあった。ブルーシートのニー

ズの対応については、各災害VCにて対応できるかどうかをそれぞれで判断された。 

 

③ヒト、モノ、おカネ、情報、ネットワークの動きについて 

◎ヒト  

＊府社協内部応援職員の派遣及び支援調整  

巡回職員 延べ30名、応援職員 延べ30名 

 

◎おカネ（＋モノ）  

＊府社協応援職員の派遣にかかる携行品および備品等の調整 

KDDI株式会社より携帯電話20台、Wi-Fiルータ5台貸出、軽トラック、 

ワッペンシール100部提供 

＊災害VC運営における資機材の調整 

＊共同募金との運営経費（緊急配分金積立金等）の調整 

 

◎情報  

＊全社協／市町村社協／府社協内部／関係団体 など内向け・外向けの情報集約と発信、 

 公式情報の集約（管理） 

 ①eコミの活用 （ニーズのマッピング、日報、各種報告様式など） 

 ②ホワイトボード（職員派遣に伴う情報、各センターからの情報） 

 ③府社協ＨＰ及び府ボランティアセンターＦａｃｅＢｏｏｋ（高速道路の無料措置等） 

 

◎ネットワーク  

＊おおさか災害支援ネットワーク（OSN）など関係団体との連携調整、OSN会議への出席 

 

◎ボランティア保険の対応 など 


